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高圧化学工業設備増設のお知らせ 
 

 荒川化学工業の１００％出資の子会社である高圧化学工業株式会社は、電子材料用素材を中心と

したファインケミカル事業の拡大に伴い、クリーン環境対応生産設備の増設を決定しましたのでお

知らせいたします。 

 

記 

 

１．経緯  

荒川化学グループは、中期５ヵ年経営計画（平成１５年４月～平成２０年３月）において「新規

事業の創生」を重要テーマのひとつとして掲げ、その取り組みを強化しております。 

その一環として、機能材料事業部（荒川化学工業）では、高圧化学工業と協力してファインケミ

カル事業の拡大に取り組んでおり、高圧化学工業の保有する高圧水素化技術とファインケミカル製

造技術を生かして電子材料関連分野での事業育成にも力を注いでいます。平成１６年５月には、高

圧化学工業の敷地内に新たに建屋を設け、電子材料用素材を中心としたファインケミカル製品の製

造に好適なクリーン環境対応の生産設備を新設しました。本設備は、旺盛な需要にも支えられ生産

開始よりフル稼働の状態が続いております。またグループとしての取り組みをより効率化するため、

平成１７年４月には高圧化学工業の営業および開発業務を荒川化学工業に移設しました。これによ

り生産専業メーカーとなった高圧化学工業では、高圧水素化技術およびクリーン環境対応生産設備

による生産技術などのコア技術の向上と、品質保証体制の充実に経営資源を集中し、これらを推進

しております。 

そしてこの度、電子材料関連分野における市場のさらなる拡大が予想されたことと、今後の事業

拡大を図るため、クリーン環境対応生産設備を増設する事を決定いたしました。 

 

２．増設するクリーン環境対応生産設備 

設 備 名 称 ： 反応缶（ＳＵＳ製） ５００Ｌ ２基および付帯設備 

投 資 金 額 ： 約１６０百万円 

生 産 能 力 ： ４０トン／年 

設 置 場 所 ： 高圧化学工業株式会社 既設クリーン環境対応生産設備内 

完 工 月 ： 平成１８年２月 

 



 

３．既設クリーン環境対応生産設備概要 

設 備 名 称 ： ＦＰ設備 

投 資 金 額 ： 約２９０百万円 

生 産 能 力 ： １００トン／年 

敷 地 面 積 ： ３１１ｍ２（建屋２１７ｍ２、付帯設備９４ｍ２） 

建屋床面積： 延べ４３４ｍ２（１階、２階各２１７ｍ２） 

反応室清浄度： クラス１０万（０.５μ基準） 

反 応 缶 ： Ｇ Ｌ 製）１００Ｌ、２００Ｌ、５００Ｌ、１０００Ｌ 各１基 

ＳＵＳ製）３００Ｌ １基 

竣 工 日 ： 平成１６年５月１２日 

 

以上 

 

[参考資料] 

 

高圧化学工業株式会社 

所 在 地 ： 大阪市大正区鶴町５丁目１番１２号 

Ｕ Ｒ Ｌ ： http://www.koatsuchem.co.jp 

取締役社長： 鶴見 利男 

会 社 設 立 ： １９５９年（昭和３４年）３月 

資 本 金 ： ６０百万円 

売 上 高 ： １，４２１百万円（平成１７年３月期） 

主 要 株 主 ： 荒川化学工業株式会社（１００％） 

従 業 員 数 ： ４５名 

工 場 敷 地 ： ９,２５０ｍ２ 

製 造 品 目 ： ファインケミカル製品（医薬品、香料、電子材料などの中間体） 

フラン誘導体 その他の各種化合物 

沿 革 ： １９５９年（昭和３４年） ３月 森田高圧化学株式会社を設立。フラン誘導体

など、各種化合物の製造を開始。 

 １９６７年（昭和４２年） ８月 荒川化学工業株式会社の経営傘下に入る。 

 １９７８年（昭和５３年）１２月 高圧化学工業株式会社に社名変更。 

 ２０００年（平成１２年） ９月 ＩＳＯ９００１認証取得。 

 ２００４年（平成１６年） ５月 ＦＰクリーン環境対応型設備の新設。 

 

 


